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編集後記

● 70 年ぶりに，看護師の業務拡大が実現する運びとなりました。看護の歴史からみて極めて
大きい，時代の新たな節目になりそうです。座談会でのさまざまなお話を聞き，力を尽くされ
てきた方々の思いや感慨の一端を深く実感しました。ゴールではなくあくまでスタートとし
て，すでに先を見据えて速度を緩めず前進しようとするエネルギーが，本特集の行間の端々に
感じられます。同時にそこからは，「なぜ，大学院で学ぶのか」という意味も見いだせるのでは
ないでしょうか。特集で紹介した成果を端緒に，さらなる実践の成果がエビデンスとして今後
蓄積されていくことと思います。診療看護師（NP）が切り拓く実践の新たな知が看護／看護学
をどのように変え，発展を遂げていくのか楽しみです。また特別記事では，看護における知的
財産活動を昨年に続き取り上げました。看護がこれまで積み上げ，そしてこれからも積み重ね
ていくであろう無数の知は，きっとまだまだ大きな可能性を秘めているはずです。	（小長谷）
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現象学とグラウンデッドセオリーとの対話
〈対談〉西村ユミ × 山本則子
〈ディスカッション〉若手研究者，大学院生とともに
ディスカッションに参加した若手研究者が考えること

【特別記事】
看護研究のための文献レビュー―マトリックス方式の意義と実際　安部陽子
よりよいヘルスケアの実現に向けて道筋をリードする―IMHL を通じて世界へ　	 	
L. Breitner ／翻訳：緒方泰子，湯本淑江
看護における end-of-life care 教育システムの再構築への提言　川原礼子ほか

【連載】
混合研究法入門・5　抱井尚子
Journal Watch 海外の看護学研究から学ぶ・5　
USCF で看護研究を学ぶ・5　齋藤真希
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◉増刊号特集│大学院で学ぶ意味─新たな看護を創るために
〈博士修了の立場から〉
大学院における研究のプロセスと学び　内川洋子，山田 覚
臨床での経験と研究，そして研究結果を実践で活用するための研究へ　菊地悦子，酒井郁子
東日本大震災がきっかけとなった研究活動　佐藤眞理，吉沢豊予子
新たな知の創造　山内朋子，筒井真優美
〈修士修了の立場から〉
リカバリー志向の共同意思決定 Shared Decision Making との出会い　青木裕見，萱間真美
大学院で学ぶことから展開する知識の応用と研究に対する自覚─修士論文の研究の進行過程を辿りながら　 
新 裕紀子，中尾久子
看護研究から問題解決の方法を学ぶ　藤原美保，坂下玲子
“ わからないこと ” を考え続ける─その原点としての修士論文　細野知子，西村ユミ
人生に面白味を与えてくれた大学院　三田村裕子，金井 Pak雅子
スタートライン─看護師が働きやすい環境を考え続けたい　横山麻美，山本則子
実践に根ざした知を創る　吉行紀子，河野あゆみ
〈特別記事〉
臨床を中心に考える看護研究者のあり方とは─クリティークとシステマティックレビューの重要性　植木慎悟
【文化人類学と看護学─質的研究をめぐって】
文化人類学からみた看護領域における質的研究の特殊性─なぜカテゴリーが好まれるのか？　磯野真穂
看護学における質的研究の独自性と課題─文化人類学者の問いが突きつけるもの　田辺けい子，水嵜知子
〈原著論文〉
住民との協働を基盤とした活動の保健師の行動意図に影響する要因の構造　山谷麻由美，中尾八重子，竹口和江
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◉特集│医療権力論─看護界・医療界はいま
看護師は医療という権力装置の尖兵であるという自覚をもつべきである 
─医療権力論，revisited & reflected　中木高夫
看護師の批判的思考を研究に活かすために─日本の質的看護研究における理論の活用可能性　谷津裕子
生体肝移植ドナーの語りにみる “ 健康体 ” という幻想　永田明
助産師の語りにみる “ 母乳育児推進 ” という権力装置　濱田真由美
小児気管支喘息にまつわる言説と子どもの体験　深谷基裕
“ 更年期 ” をめぐる言説に戸惑う女性たち　新田真弓
〈特別記事〉
【第 34 回日本看護科学学会学術集会／（株）医学書院共催ランチョンセミナーより】 
事象が分析方法を教えてくれるとは？─現象学的研究入門　西村ユミ
〈研究報告〉
中高年看護師の職業的キャリア成熟度の特徴と関連する要因　近藤暁子，小泉麻美
〈連載〉
混合研究法入門③　混合研究法の手続き（その 1）　抱井尚子
Journal Watch 海外の看護学研究から学ぶ③　オランダの研究から日本の看護師の専門的能力開発のあり方を考える　井尻弓子
		  　申し送りにみる文化　佐藤可奈
UCSF で看護研究を学ぶ③　サンフランシスコでの留学生活　齋藤真希
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Mar
Apr

◉特集│遠隔看護とイノベーション─在宅医療の新展開
遠隔看護の現在と在宅医療におけるその役割　川口孝泰
遠隔看護の歴史と研究の変遷　豊増佳子
遠隔看護におけるデバイス開発と応用事例　荒木大地遠隔看護の取り組み事例
遠隔看護の取り組み事例─慢性疾患患者のサポート　日向野香織，柴山大賀，林啓子，川口孝泰
遠隔看護のクラウドベースでの実用化をめざして　川口孝泰，豊増佳子，西山直美，内藤隆宏
訪問看護における遠隔看護への期待　林啓子
遠隔看護における情報教育の整備と看護師の役割　内藤隆宏，浅野美礼
〈研究ノート〉
現象学的研究をめざす人に具体的な手掛かりを提供─『現象学的看護研究』を読んで　山本則子
〈研究報告〉
高齢者のいわゆる「おむつ皮膚炎」に対する治療アルゴリズムの提案　 
常深祐一郎，福田亮子，出口亜紀子，川島眞
〈連載〉
混合研究法入門②　混合研究法の歴史的発展と現状　抱井尚子
Journal Watch 海外の看護学研究から学ぶ②　認知症患者を対象とする介入研究の難しさ　佐藤可奈
		  　非薬物療法の効果を示すために　廣岡佳代
UCSF で看護研究を学ぶ②　サンフランシスコでの留学生活　齋藤真希
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【特別記事】
看護における知的財産活動の活性化のために　
丞村宏
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